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12
月
23
日(

火)

理
数
科
の
1
年
生
が
和
魂
百
年
館
に

お
い
て
、
甲
南
大
学
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
は
甲
南
大
学
と
連
携
し
た
講
座
型
学
習
活

動
で
、
事
前
学
習
（
7
月
実
施
）
、
実
験
（
8
月
実

施
）
、
事
後
学
習
（
11
月
実
施
）
を
経
て
、
今
回
の
研

究
発
表
会
で
総
仕
上
げ
と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の
講
座

に
お
い
て
、
甲
南
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
准
教
授
の
甲
元
一
也
先
生
に
指
導
、
助
言
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

8
月
に
甲
南
大
学
の
充
実
し
た
研
究
施
設
で
「
ア
ゾ
色

素
の
合
成
と
そ
の
応
用
」
を
テ
ー
マ
に
実
験
結
果
が
異

な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
実
験
を
行
い
、
そ
の
後
、
そ 
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広
島
大
学 

 

12
月
26
日
（
金
）
と
27
日
（
土
）
の
2
日
間
、

理
数
科
2
年
生
6
名
が
、
広
島
大
学
理
学
部
理
学

研
究
科
に
お
い
て
、
実
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

広
島
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
の
山
本
卓
先
生
、

坂
本
尚
昭
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
遺
伝
子 

 

12
月
24
日
（
水
）
と
25
日

（
木
）
の
2
日
間
に
か
け
て
、
本

校
1
年
生
4
名
と
2
年
生
4
名
の

計
8
名
が
東
京
大
学
お
よ
び
科
学

技
術
展
示
施
設
訪
問
研
修
を
行
い

ま
し
た
。 

 

1
日
目
は
、
日
本
科
学
未
来
館 

甲
南
大
学
と
の
連
携
研
究
発
表
会 

東
京
大
学
研
修 

但
馬
地
区
高
校
生 

学
習
交
流
会 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ  

サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー 
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発表内容 
4班「水の硬度をしらべる」 
3班「水の硬度を調べる」 
2班「合成繊維染色への挑戦」 
1班「アルミニウムミョウバンを使った媒染染め」 
6班「金属イオンの指示薬は作れないのか？」 
5班「環境汚染を調べる」 

れ
ら
を
考
察
し
、
論
理
的
に
考
え
る

こ
と
を
学
び
、
ま
と
め
た
も
の
を
今

回
の
発
表
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
実
験
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
経
験
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
サ
イ
エ
ン

ス
リ
サ
ー
チ
「
課
題
研
究 

 

」
の
発

表
会
に
も
応
用
で
き
る
多
く
の
ス
キ

ル
を
含
ん
だ
内
容
で
、
論
理
的
に
他

者
に
説
明
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
発
表
の
技
術
の
向
上
に
つ
な

が
る
研
究
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

12
月
26
日(

金)

和
魂
百
年
館
に
お
い
て
、
但
馬

地
区
の
高
校
（
八
鹿
高
校
、
浜
坂
高
校
、
豊
岡
高

校
）
か
ら
1
・
2
年
生
の
希
望
者
60
名
が
集
ま
り
、

学
習
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
高
校
混
合
の

4
名
の
班
に
分
か
れ
、
一
般
常
識
問
題
で
交
流
戦

を
行
い
、
国
語
、
数
学
、
英
語
に
つ
い
て
の
問
題

を
団
体
戦
、
個
人
戦
で
解
答
し
、
得
点
を
競
い
ま

し
た
。
ま
た
、
数
学
の 

優
秀
団
体
が
全
体
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
、
問
題
解
決
へ
の
発

想
や
着
眼
点
に
つ
い
て

全
体
に
説
明
を
し
ま
し

た
。
他
校
生
と
学
習
に

よ
る
交
流
を
通
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

組
み
換
え
、
ウ
ニ

の
発
生
の
実
験
を

行
い
ま
し
た
。 

大
学
の
充
実
し
た

研
究
施
設
で
高
校

に
は
な
い
最
新
の

機
材
を
利
用
し
、

普
段
で
き
な
い
実

験
過
程
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
2
日
間
と

な
り
ま
し
た
。 

 

新
潟
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク  

 

12
月
25
日
（
木
）
か
ら
27
日
（
土
）
の
3
日
間
、

理
数
科
2
年
生
5
名
が
新
潟
に
お
い
て
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
課
題
研
究
「
地
質
学

的
特
徴
と
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研

究
」
に
お
い
て
、
但
馬
地
域
の
地
質
学
的
特
徴
と
人 

々
の
暮
ら
し
の
関
係
に
つ
い

て
調
べ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
で
は
、
但
馬
地
域
と

同
じ
日
本
海
側
の
新
潟
周
辺

を
調
査
す
る
こ
と
で
、
研
究

を
進
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
し
た
。
2
日
目

に
は
、
兵
庫
県
立
大
学
の
松

原
典
孝
先
生
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。 

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

「
放
射
光
科
学
の
面
白
さ
」

に
つ
い
て
の
授
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
大
学
で
の
学

び
の
雰
囲
気
を
体
験
し
、
こ

れ
か
ら
の
進
路
選
択
に
お
い

て
、
自
分
た
ち
の
視
野
を
広

げ
る
有
意
義
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

を
訪
問
し
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

2
日
目
は
、
東
京
大
学
を
訪
問
し
、
宮
山
勝
教
授

研
究
室
に
お
い
て
燃
料
電
池
の
見
学
と
、
長
谷
川
修

司
教
授
研
究
室
に
お
い
て
表
面
物
理
学
に
つ
い
て
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
校
卒
業
生
の
尾
嶋

正
治
教
授
に
よ
る
講
義
が
開
か
れ
、
自
己
の
体
験
や 

Ⅱ 


